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(57)【要約】
【課題】着座によって荷重が加えられると、溝に架け渡
された面状体のブリッジ部はシートパッドの圧縮変形に
伴ってシートパッドの溝の底に押し付けられ、撓んで折
損し、ヒータ線がブリッジ部で断線するおそれがある。
【解決手段】切欠き２２（２２ｂ、２２ｃ）に挟まれた
面状体２０の一部はシートパッド１２ａの中央の溝３０
ｃに架け渡されたブリッジ部２４ｂとして残される。隣
接する部位でトリムカバーの縫合部がシートパッドの溝
３０ｃに引き込まれると、溝に架け渡された面状体のブ
リッジ部はトリムカバーの縫合部に押されて縫合部とと
もに溝に引き込まれて略Ｕ字状に屈曲して収納される。
溝は面状体のブリッジ部の架け渡される部位でシートパ
ッド１２ａを貫通した形状に成形されており、シートパ
ッドが圧縮変形してブリッジ部が溝の下方に押されても
、溝に底がないため、溝の底に押し付けられない。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートパッドと、そのシートパッドを被覆するトリムカバーと、シートパッドとトリム
カバーとの間に敷設された面状体とを備えた車両用シートにおいて、
　前記シートパッドには所定方向に延びる溝が形成されるとともに、前記トリムカバーの
下面には吊り帯が縫合されており、この吊り帯を溝の内部に引き込んで固定することでト
リムカバーを張設し、
　前記面状体は少なくとも前記溝に対応した位置で複数の部分に分割されているとともに
、前記溝を挟んで複数の部分を掛け渡すブリッジ部が形成され、
　前記ブリッジ部が前記溝に架け渡される部位で、シートパッドを貫通する孔が溝に形成
されている車両用シート。
【請求項２】
　前記溝の下方でシートパッドに埋設され、吊り帯にクリップを介して連結されて吊り帯
を牽引する吊りワイヤは、前記ブリッジ部が溝に架け渡される部位で、溝を避けて前後に
逃げて設けられている請求項１記載の車両用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートパッドとトリムカバーとの間にヒータマット、センサマットなどの面
状体を敷設した車両用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒータマット、センサマットなどの面状体を内蔵した車両用シートが知られており、面
状体は、発泡ウレタン等の発泡材からなるシートパッド(クッション部材)とシートパッド
を被覆するトリムカバー(表皮)との間で、シートクッション、シートバックのいずれかま
たは双方に敷設されている。
【０００３】
　通常、車両の前後方向および左右方向に延びた断面略矩形の溝（吊り込み溝）が、シー
トパッドの上面に形成され、吊りワイヤが溝の下方でシートパッドに一体成形されるとと
もに、切欠きがシートパッドの溝に対応して面状体に形成されている。そして、吊り帯が
トリムカバーに縫合されて面状体の切欠きを介して溝に垂下され、吊り帯をクリップで吊
りワイヤに連結、牽引して、吊り帯とのトリムカバーの縫合部を溝に引き込み（吊り込み
）、トリムカバーを張設することによって、トリムカバーの外観意匠が確保されている（
たとえば、特開２００４－３５０８２７号公報）。
　トリムカバーの縫合部がシートパッドの溝に引き込まれると、切欠きの形成されない面
状体の部位（溝に架け渡されたブリッジ部）は、トリムカバーの縫合部に押されて縫合部
とともに溝に引き込まれ、略Ｕ字状に屈曲して収納される。
【０００４】
　着座によって荷重が加えられると、シートパッドが撓んで圧縮変形し、トリムカバーは
伸張してシートパッドの圧縮変形に対応するが、面状体はヒータ線、センサマット線など
の配線されたフレキシブルフィルムなどから成形されて弾性に劣り、面状体のブリッジ部
はシートパッドの圧縮変形に伴って下方に押されてシートパッドの溝の底に押し付けられ
る。ブリッジ部が溝の底に押し付けられると撓んで折損し、ヒータ線、センサマット線が
ブリッジ部で断線するおそれがある。
【０００５】
　特開２００３－２９１７０８号公報には、薄く成形でき、滑り、弾性力が得られるＰＥ
Ｔなどからなるカットピースを面状体のブリッジ部に貼付してブリッジ部の厚み、滑り、
弾性力を増加、補強する構成が記載されている。この構成では、着座によって荷重が加え
られてシートパッドが圧縮変形すると、面状体が溝の上方かつ外方にスライドし、面状体
が広範囲に撓んで溝への引き込みを小さくすることによって溝の底へのブリッジ部の押し
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付け、折損を阻止している。
【０００６】
　また、特開２０１２－０３４７１９号公報では、略Ｕ字状に屈曲して溝に収納されたブ
リッジ部が、溝に嵌め込まれた固定部材に挟み込まれて固定されることによって、溝の底
へのブリッジ部の押し付け、折損を阻止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２９１７０８号公報
【特許文献２】特開２０１２－０３４７１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　カットピースを面状体のブリッジ部に貼付する構成（特開２００３－２９１７０８号公
報）では、部品点数（カットピース）が増えるとともに、ブリッジ部へのカットピースの
貼付という工程が必要となる。さらに、面状体が溝の上方かつ外方にスライドし、面状体
が広範囲に撓んで溝への引き込みを小さくしているが、面状体が十分にスライドしないで
広範囲に撓まないと、溝の底へのブリッジ部の押し付け、破損を阻止できず、ヒータ線な
どが断線するおそれがある。
【０００９】
　固定部材で面状体のブリッジ部を挟み込んで固定する構成（特開２０１２－０３４７１
９号公報）では、ブリッジ部は固定されているため、溝の底にブリッジ部が押し付けられ
ないが、固定されていないブリッジ部が屈曲されて破損するおそれがある。また、部品点
数（固定部材）が増え、固定部材によるブリッジ部の挟み込みおよび溝へのブリッジ部の
固定といった工程が必要となって作業工程の煩雑化が避けられない。
【００１０】
　本発明は、部品点数の増加や作業工程の煩雑化を伴うことなく、面状体のブリッジ部の
折損に起因するヒータ線などの断線を確実に防止できる車両用シートの提供を目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明では、ブリッジ部が溝に架け渡される部位で、シートパッドを貫通する孔が溝に
形成されている。
　すなわち、請求項１に係る本発明によれば、シートパッドと、そのシートパッドを被覆
するトリムカバーと、シートパッドとトリムカバーとの間に敷設された面状体とを備えた
車両用シートにおいて、シートパッドには所定方向に延びる溝が形成されるとともに、ト
リムカバーの下面には吊り帯が縫合されており、この吊り帯を溝の内部に引き込んで固定
することでトリムカバーを張設し、面状体は少なくとも溝に対応した位置で複数の部分に
分割されているとともに、溝を挟んで複数の部分を掛け渡すブリッジ部が形成され、ブリ
ッジ部が溝に架け渡される部位で、シートパッドを貫通する孔が溝に形成されている。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る本発明では、着座によって荷重が加えられてシートパッドが撓んで圧縮
変形すると、面状体のブリッジ部はシートパッドの圧縮変形に伴ってシートパッドの溝の
下方に押される。しかしながら、溝がシートパッドを貫通する形状に形成されて溝に底が
ないため、溝の底にブリッジ部が押し付けされて折損することがなく、ブリッジ部の折損
に起因するヒータ線などの断線が確実に防止される。
　貫通した形状の溝をシートパッドに成形すれば足り、部品数の増加はない。また、溝に
底がなくてもシートパッドの成形に影響はなく、工程の複雑化を招くこともない。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】本発明の一実施例に係る車両用シートの斜視図を示す。
【図２】（Ａ）はトリムカバーを除いたシートクッションの平面図、（Ｂ）は（Ａ）の線
Ｂ－Ｂに沿った断面図を示す。
【図３】（Ａ）（Ａ’）は着座によって荷重が加えられる前後における図２（Ｂ）のＡ部
分でのシートクッションの部分断面図、（Ｂ）は図２（Ａ）のＢ部分でのシートクッショ
ンの拡大部分平面図をそれぞれ示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　シートパッドには所定方向に延びる溝(吊り込み溝)が形成されるとともに、トリムカバ
ーの下面には吊り帯が縫合されており、この吊り帯を溝の内部に引き込んで固定すること
でトリムカバーを張設している。面状体は少なくとも溝に対応した位置で複数の部分に分
割されているとともに、溝を挟んで複数の部分を掛け渡すブリッジ部が形成され、ブリッ
ジ部が溝に架け渡される部位で、シートパッドを貫通する孔が溝に形成されている。
【実施例】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例を詳細に説明する。図１は本発明の一実施例
に係る車両用シートの斜視図、図２（Ａ）はトリムカバーを除いたシートクッションの平
面図、（Ｂ）は（Ａ）の線Ｂ－Ｂに沿った断面図をそれぞれ示す。また、図３（Ａ）（Ａ
’）は着座によって荷重が加えられる前後における図２（Ｂ）のＡ部分でのシートクッシ
ョンの部分断面図、（Ｂ）は図２（Ａ）のＢ部分でのシートクッションの拡大部分平面図
をそれぞれ示す。
　なお、前後左右はドライバーシートに着座したドライバーから見た方向をいい、Ｆｒ、
Ｒｒ、Ｌ、Ｒで示す。
【００１６】
　図１に示すように、車両用シート１０は、シートクッション１２と、シートクッション
の後端に傾動可能に設けられたシートバック１４とを有して構成され、ヘッドレスト１４
ｈがシートバック上面に昇降可能に設けられている。
　シートクッション１２、シートバック１４の基本的な構造は周知であり、骨格となるシ
ートフレーム(図示しない)に発泡ウレタン等の発泡材からなるシートパッド(クッション
部材)１２ａを載せ、通気性のあるトリムカバー(表皮)１２ｂ、１４ｂでシートパッドを
被覆してシートクッション、シートバックが形成されている。なお、シートバック１４の
シートパッドは図示されていない。
【００１７】
　ヒータマット、センサマットなどの面状体２０が、シートパッド、トリムカバーの間で
シートクッション１２、シートバック１４にそれぞれ敷設されており、面状体はヒータ線
、センサマット線などの配線されたフレキシブルフィルムなどから成形されている。実施
例では面状体２０はヒータ線２０ａが全面に配線されたヒータマットとして具体化されて
いる。
【００１８】
　シートクッション１２に敷設された面状体（ヒータマット）２０について述べると、煩
雑さを避けるためにトリムカバーを除いた図２（Ａ）（Ｂ）、図３(Ａ)に示すように、断
面略矩形の溝（吊り込み溝）３０が前後方向および左右方向に延びてシートパッド１２ａ
の上面に形成され、切欠き２２が前後方向のほぼ中央に形成された左右方向の溝に対応し
て面状体に形成されている。すなわち、一対の溝３０ａがシートパッド上面の着座位置の
外側で前後方向に形成されるとともに、溝３０ｂがシートパッドの上面前端で、溝３０ｃ
がシートパッドの上面略中央で、左右の前後方向の溝３０ａに連通して左右方向にそれぞ
れ形成されている。
【００１９】
　面状体２０に切欠き２２を形成することにより、切欠きに挟まれた面状体の一部は溝３
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０ｃに架け渡されたブリッジ部２４として残される。実施例では、３つの切欠き２２ａ、
２２ｂ、２２ｃが面状体２０に形成されて、シートパッドの中央の溝３０ｃに架け渡され
たブリッジ部２４ａ、２４ｂが切欠きに挟まれて左右対称に形成される。面状体２０はブ
リッジ部２４によって前後に分断されるが、ブリッジ部に配線されることによって面状体
の前後のヒータ線２０ａは電気的に接続されている。
　また、吊りワイヤ３２が溝３０（３０ａ、３０ｂ、３０ｃ）の下方でシートパッド１２
ａと一体成形されてシートパッドに埋設されている。
【００２０】
　本発明では、面状体のブリッジ部２４が架け渡された部位で、溝３０ｃはシートパッド
を貫通した形状(貫通孔形状)に形成され、それ以外の部位では、溝は従来と同様の底付形
状(有底形状)となっている。そして、貫通する孔が溝３０ｃに形成される部位、つまり、
ブリッジ部２４がシートバックの溝３０ｃに架け渡された部位では、吊りワイヤ３２は溝
３０ｃの下方でなく、溝を避けて前後に逃げて設けられ、実施例では、図３（Ｂ）に示す
ように、吊りワイヤは溝３０ｃの前に逃げて折曲した形状に成形されている。
【００２１】
　たとえば、特開２００４－３５０８２７号公報に記載されているように、公知の構成で
あり、本願発明の要部でもないため詳細な説明は省略するが、吊り帯がトリムカバーに縫
合されて面状体の切欠き２２を介して溝３０に垂下され、吊り帯をクリップで吊りワイヤ
に連結、牽引して、吊り帯とのトリムカバーの縫合部を溝に引き込んで（吊り込んで）固
定することによってトリムカバーを張設している。
【００２２】
　隣接する部位でトリムカバーの縫合部がシートパッドの中央の溝３０ｃに引き込まれる
と、溝に架け渡された面状体のブリッジ部２４（２４ｂ）はトリムカバーの縫合部に押さ
れて縫合部とともに溝に引き込まれ、図３（Ａ）に示すように、略Ｕ字状に屈曲して収納
される。
【００２３】
　図３（Ａ’）に示すように、着座によって荷重Ｆがシートクッションに加えられると、
シートパッド１２ａが圧縮変形し、面状体のブリッジ部２４はシートパッドの圧縮変形に
伴ってシートパッドの溝３０ｃの下方に押される。しかしながら、面状体のブリッジ部２
４が架け渡される部位で溝３０ｃが貫通孔とされ、底がないため、ブリッジ部２４は抵抗
を受けることなく円滑に下降し、溝の底に押し付けされて折損することがなく、ブリッジ
部の折損に起因するヒータ線２０ａの断線が確実に防止される。
【００２４】
　なお、シートパッド１２ａの圧縮変形に伴って面状体のブリッジ部２４がシートパッド
の溝３０ｃの下方に押されても、溝の底に押し付けられるおそれがないほどの厚みをシー
トパッドが持つ場合には、溝を貫通した形状でなく底付の形状（有底形状）としてもよい
。
【００２５】
　溝３０ｃが貫通孔となる部位、つまり、面状体のブリッジ部２４が溝に架け渡される部
位で、吊りワイヤ３２は溝を避けて前後に逃げて設けられているため、ブリッジ部が吊り
ワイヤに押し付けられて折損することがない。
【００２６】
　シートパッド１２ａに成形される溝３０ｃの一部（面状体のブリッジ部２４が架け渡さ
れる部位）を貫通した形状とすれば足り、部品数の増加はない。また、シートパッドは溝
を持つ形状にもともと成形されるから、溝の一部を底付でなく底のない貫通孔とすること
に成形上格別の困難もなく、工程（成形工程）の複雑化を招くこともない。
【００２７】
　上記のように本発明によれば、面状体のブリッジ部の架け渡される部位でシートパッド
を貫通した孔が溝に形成されているため、ブリッジ部が溝の底に押し付けされて折損する
ことがなく、ブリッジ部の折損に起因するヒータ線などの断線が確実に防止される。そし
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の複雑化を招くこともない。
【００２８】
　上述した実施例は、この発明を説明するためのものであり、この発明を何等限定するも
のでなく、この発明の技術範囲内で変形、改造等の施されたものも全てこの発明に包含さ
れることはいうまでもない。
【００２９】
　たとえば、シートパッド、トリムカバー間に敷設される面状体はヒータマット、センサ
マットに限定されない。
　また、実施例では、面状体のブリッジ部は、前後方向のほぼ中央に形成された左右方向
のシートパッドの中央の溝３０ｃに２つ左右対称に架け渡されているが、ブリッジ部の数
、位置はこれに限定されない。さらに、シートパッドの中央の溝３０ｃ以外のシートパッ
ドの溝３０ａ、３０ｂを越えて面状体が敷設される場合には、ブリッジ部が架け渡しされ
る部位の対応する溝を貫通孔としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は、シートパッド、トリムカバー間にヒータマット、センサマットなどの面状体
を敷設した車両用シートに広範囲に利用できる。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　　　　車両用シート
　１２　　　　シートクッション
　１２ａ　　　シートパッド（クッション部材)
　１２ｂ　　　トリムカバー(表皮)
　１４　　　　シートバック
　２０　　　　面状体（ヒータマット、センサマット）
　２２（２２ａ、２２ｂ、２２ｃ）　切欠き
　２４（２４ａ、２４ｂ）　　　　　ブリッジ部
　３０（３０ａ、３０ｂ、３０ｃ）　溝（吊り込み溝）
　３２　　　　吊りワイヤ



(7) JP 2014-201244 A 2014.10.27

【図１】 【図２】

【図３】
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